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経済学研究第31巻第2号 213 (489) 

ウィリアムソン研究(その 2)

……単位モデ、ルと条件適合的接近

主審藤直機
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1.序

1.1 はじめに

先に，われわれは， ウィリアムソン (0.E. Williamson， 1975)理論と，ノ、

ーナード (c.1. Barnard， 1938) 理論とを比較検討する試みを行なったが，
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そこにおいて，パーナードの理論的枠組が， ウィリアムソンの分析枠と，極

めて相関性の高いことが示された(粛藤， 1980 a)， 1980 b))。われわれは，

そこにおいて，時に， r組織社会学」 と称されるバーナード理論が， ウィリ
アムソン (1975)において，明確に「組織経済論」として継承されるに至った

との観点を提示した(驚藤， 1980 b)， p 177)。

しからば，彼の理論は，組織の行動分析， とりわけ，企業の行動分析に，

如何なる視点、を提供するものであろうか。

1.2 ウィリアムソンの企業組織形態モデル……素描

周知のように， ウィリアムソンの企業行動理論は，まず， 第1に，、経営

者の裁量的行動モデル、によって知られ，その性格上，、企業の経営管理的理

論、 (manageria1theory of the firm) (M. Crew， 1975， p. 91) とも呼ばれてい

るのであるが，彼のこの、裁量的行動モデル、は，機能別部門形態 (U-form

onganization)に関するものであった (Williamson，1964， chap. 4)。

さらに彼は， チャンドラー(A.D. Chand1er Jr.， 1962) による， 米国

企業の機能別部門組織形態 (U-formorganization) から多数事業部制組織

(Multidivision form organization) への展開とし、う経営史的研究に対し，そ

の理論的研究を試みてきた (Williamson，1970)。

そして，その理論的展開の中で，彼は，機能別部門組織形態が抱える、規模

拡大、と，経営者の、裁量的行動、および、統制上の損失、 (contro110ss)と

いう問題が，多数事業部制組織形態によって克服可能であるとの結論を導い

たのである。さらに，多数事業部制組織形態は，その構造一機能上の特性か

ら，“新古典派的利潤極大化"に近い行動をとると結論づけた (Wi1liamson，

1970)。

加えて，彼は，資本市場の内部化という視点から，多数事業詰u組織を捉え，

比較的新しい現象である， コングロマリット化も，そのような視点から捉え

られることを提示している (Williamson，1970)。

われわれは，ここで，そのような命題もしくは仮説に対して，例えば，多

数事業部制組織に関する上記行動仮説の検証等，指摘すべき多くの課題が存
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在することを認めなくてはな。らない。

しかし，そうした彼による企業組織形態分類と企業行動iに関する命題の，

理論的・実証的検証の必要性と同時に，それらの命題が，企業の組織形態論

研究にあたって，きわめて有効な理論的基礎を提供するものであることも，

指摘しなければなるまい。

とりわけ， 彼の近著(Williamson， 1975)は， それまでの彼の分析枠を，

明確に提示し，またそれを一貫して使用して，と述の企業組織形態モテツレ(も

しくは企業組織発展段階モテ、ル)の記述を行なっている点で重要であるO

また，彼はそれらのそデルを比較システム的に分析しているのであるが，

その分析にあたっては，従来の方法によるよりも，特に彼の分析枠によるこ

とが説明力があることを主張し，また実際にその説明を試みている。

1.3 構造(静態)分析と動態分析

ところで， ウィリアムソン (1975，p. 40)の分析枠の特長は，今， 結論的

に述べるならば，それが，動態的な視点を提供するということである。

それで、は，そうした動態的視点にたつ彼の分析枠によって，検討の対象と

なる企業の組織形態モデノレは，如何なる観点から捉えるべきであろうか。

それを解く鍵は，ここで使用した形態とし、う概念に求められる。

つまり，個々の企業の組織形態モデ、ルは，構造的観点から捉えられるとい

うことである。

従って，彼の企業の組織形態論の研究にあたって欠かせないのが，まず第

1に，分析対象となる企業の組織形態モデルの，構造的，静態的把握で、あり，

次いで，そのモデルに対する動態的把握である。

以下では，彼の企業組織形態モデ、ルを，そのような順序で，捉えてみるこ

とにしたし、。最初の作業は，当該モデノレの，構造的，静態的特性の把握であ

る。その作業によって構造的特性の明確になった企業の組織形態モデルを，

彼の分析枠を用いて動態的に捉えることが，第2の作業である。

さし当たって，われわれは，以下で，上記企業の組織形態モデノレ(もしく

は企業組織発展段階モデル)の分析に入る前に， ウィリアムソン (1975，pp. 
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41-56)が， それら企業組織発展段階モデルの基礎を提供するものとして提

示した，単純階層組織と水平的チームから，その作業を開始する。

そして，その作業にあたっては，できるだけ，彼の記述に沿いつつ，構造

特性を把握し， しかる後に動態的分析を試みよう。

1.4 ウィリアムソンの分析枠と条件適合的接近

まず第1に，彼の両モデ、ノレ(単純階層組織と水平的チーム)の構造特性の

把握に際して，気付く事は，少なくとも，彼の記述を追う限りでは，それら

両モテ、ノレの構造的特性は，必ずしも明瞭かつ単純に規定されてはいないと言

い得る。

それ故に，両モデノレの構造的特性を明確化する方法的基礎を， ウィリアム

ソン (1975)の直接的記述以外のところに求めることが必要である。

幸いなことに， 今日， そうした組織の構造的次元を捉えるための便利な

toolを提供する分野としては，一般に組織の条件適合的接近(もしくは理論)

と呼ばれている領域がある。

われわれは，ここでは，両モデルの構造的次元を把握するための方法的基

礎を，そのような条件適合的接近に求めることにしたし、。

このアプローチは同時に，以上のような方法的基礎によって特性が明確化

された両モデルを，動態的視点から把える際， ウィリアムソンの分析枠に平

行させて検討出来るような視点を提供するものである。

それ故， ここでは，両モテ守ルを比較分析するにあたって行なわれる 2段階

にわたる作業が，共にウィリアムソン理論と条件適合的接近の対比というこ

とによって行なわれることになる。なお，一言，付言しておけば，条件適合

的接近は，これまでの組織研究関連領域に対し，総合的視野を提供する分野

であるということである。それは，さらに，その方法はともかくとして，少

なくとも実証的研究による裏付を多く有する領域でもある。

勿論，その方法も含めて，れわわれは今日の条件適合的接近が有する困難

点とか限界も十分に承知している。しかし，それと同時に，そのような実証

的裏付けを有する条件適合的接近が，ここにおけるウィリアムソン・モデル
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の検証とL、う課題にとって，たとえ最善でなくとも，可成り有効な視点を提

供する分野であると考えるのである。

なお， ここにおいて，条件適合的接近(もしくは理論)とは，その研究分

野のうち，特に，伝統的(もしくは古典的)組織論モデノレと，人間関係論的

モデノレを，環境条件から捉えて，その効率と能率を検討した研究成果を指す

ものとする。そして，具体的には， Leavitt (1962)， Vroom (1959)および，

Lawrence and Lorsch (1967)， Porter et al. (1975)の理論的枠組を使用する。

2. 単純階層組織と水平的チーム……単位モデ、ル

2.1 はじめに

以下に検討するのは， ウィリアムソン (1975)の企業組織発展段階モデノレ

のビノレディング・ブロックをなす単純階層組織 (simplehierarchies) と水平

的チーム (peergroup associations) である。 この両モデノレは， 理論的色彩

が濃く，水平的チムムにあっては，特にその感を強くする。

ところで， ウィリアムソン (1975)の理論的展開順序と方法に照らして考

察するならば，これらのモデルは，企業集団的行動(各種の連合，結合の程

度と方法を含む)分析に対しでも， 有効な tool となる可能性を有すると考

えられるものである。

そのことは，特に，彼が，多数者間市場媒介的取引から少数者間市場媒介

的取引， 次いで対等的取引集団(水平的チーム)， さらには第一次階層組織

(単純階層組織)へと分析を進めていることから，推定できるものである。

また，同時に，両モデルは，明確な複合階層組織の一部(サブシステム・

骨格的部分とか，各種委員会，タスク・フォースもしくは，マトリッグスも

含むような)の特性分析にも応用可能で、ある。

そのことは，彼が，水平的チームおよび第一次階層組織から，内部請負制，

さらに，複合階層組織(機能別部門組織 (U-form)→多数事業部制 (M-form)

(→コングロマリット))へと分析を進めており，さらには，彼が単純階層組織

を複合階層組織のピルディング・プロックであると述べていること (William-
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son， 1975， p. 56)から，容易に推定されるのである。

両モデノレは，そのように披の理論構成においては，言わば，極めて汎用性

の高いモデノレと推定されるのであるが，以下では，理論的関心上，それらを

独立的単位モテ、ルとして把握する。

2.2 単位モデノレの構造特性……静態分析

ところで¥それらのモデ、ノレの構造的特性は既に指摘した彼の記述を追う限

り，明瞭かつ単純に規定されてはいないようである。

それ故，構造上の特性を彼にできるだけ忠実な形で以下に列挙する。その

作業にあたっては， Porter et a1. (1975， p. 223)による条件適合的接近のた

めの分析枠を用いる。

水平的チーム

(1)規模:構成員数で測って少数(例えば 6)

(2) コミュニケーション・チャンネル all-channel型

(3)権限[階層(垂直)的]構造:未分化

(4)諸活動の構造化: (イ)(水平(課業)的分化が不明確である。)iロ)諸手

続，諸規則，プログラム化は存在しても限界がある。

(5)統制 (control)的側面:非公式的で， ラテラノレな人的関係に基く (s巴lf.

control)的性格が濃い)。

(6)その他:独立的単位小集団

単純階層組織

(1)規模:少数(例えば 6)

(2) コミュニケーション・チャンネル wheel型

(3)権限[階層(垂直)J構造:コミュニケーション・センターの存在，お

よび，継続的な上長一部下の関係が存在する。

(4)諸活動の構造化:(仔)水平的役割分化は，明確化される。)(ロ)諸手続，

諸規則，プログラム化の他に，階層的照会による。

(5)統制的側面:上長による階層的方法

(6)その他:独立的単位階層組織
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Wi11iamson (1975， pp. 41-56)における， 2つのモデノレの構造的プロフィ

ーノレは，明瞭なものではないが，例えば，以上のような特徴を有すると考え

られる(ウィリアムソンの直接的言葉で、述べられていないものについては，

括孤で括ってある)。

次に， 以上の構造的側面をふまえて， さらに， 組織過程の理解として，

(7)構成員のメンバーシップおよび業績評価， 報酬(配分)， 財もしくはサ

ーヴィスの生産等に関連する 意思決定・情報処理的側面についての分析を

行なうことが必要で、ある。

まず，水平的チームにあっては，その構造的特性から推定されるように，

全員協議 (fullgroup discussion) 制が主体となる。次に，単純階層組織に

あっては，その構造的特性上，階層的決定が重要となる。

さて，構造的，静態的特性について，以上のような特徴を有する両モデノレ

の，効率的能率的側面に対する影響を，次にみよう。

以下に， 2つの立場からの見解を紹介する。

2.3 単位モデルの効率と能率……伝統的組織論と人間関係論

まず，第1に，条件適合的接近の出発点をなす伝統的組織論の観点からの

見解である。

この立場は， 組織の諸側面の公式化， 構造化による， 組織効率を重視す

る。それ故， この立場は mechanisticな色彩の大きい方の単純階層組織に

比較優位を認めることになろう。

次に，人間関係論的な観点からの見解である。

この立場は，構成員のモラーノレおよびモチベーションもしくは能率的側面

を重視する。それ故，この立場は，いずれかと言えば organicな色彩の大き

い方の水平的チームに比較優位を認めることになろう。

以上の結果，われわれは，相反する見解に対して，次に動態的な観点を導

入する。

1)ここで，使用した効率と能率とし、う概念は， Barnard(1979， pp. 56， 60)に近いと考

えられる。
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2.4 単位モデルの動態的特性……動態分析 (1)

2.4.1 はじめに

両モデルを比較するにあたって(動態的視点を提供する)条件適合的接近

と， ウィリアムソンの分析枠の 2つをとりあげる。

以下では，この 2つの視点の聞の比較を容易にするために，便宜上，考慮

すべき動態的要因を，構成員の側の要因と，環境要因とに分類する。そして

環境要因はさらに，外的市場(取ヲ1)環境要因と，内的課業(取ヲ1)環境要

因とに分類し，それらの動態的次元を，それぞれの複雑性/不確実性としょ

う。

まず，最初に，構造的要因を，以下に再記しよう。それらは， (1)規模，

(2) コミュニケーション・チャンネノレ， (3)階層(垂直)的構造， (4)諸活

動の構造化， (5)統制 (control)的側面の 5つであった。このうち，重要と

思われる， (2) ~ (5)の側面を中心にみていこう。

2.4.2 外的市場環境の複雑性/不確実性

最初に，外的市場環境の複雑性/不確実性に関する動態的分析を行なう。

ここで， この動態的分析を行なうにあたって， 予め指摘しておくべきこと

は，複雑性と不確実性とは，それらが意思決定および情報処理に与える影響

という面では，同等と看倣して差し支えないということと，加えて，それら

が，構成員の側の要因と切り離して考えることが出来ないということである

(Wi11iamson， 1975， pp. 22， 23)。

この 2点は， ウィリアムソンの分析枠において重要な視点とされており，

また，条件適合的接近においても，実質的には，同じ視点がとられていると

考えられる。

以上の点を踏まえて，以下に，双方の動態分析的観点を示そう。

2.4.3 条件適合的接近

ここで， 外的市場環境条件の複雑性/不確実性の程度の増大は， 諸活動

(もしくは課業)の遂行に関する意思決定に対する負荷を増大させることに

なると仮定しよう。



ウィリアムソ γ研究〈その2)…ぃ単位モデルと条件逮合的接近驚藤 221 (497) 

ところで，条件適合的接近は， コミュニケーション・七ンターにおける，

意思決定の負荷の軽減および分散，新しい謀議に対する柔軟で流動的な

可能性を重視する (Leavitt，1962， p. 95)。しかも，その場合に，構成員の側

に合理性の限界の方向と分布の分散度と， 彼らの独立性への希求度 (needs)

潟ければ，構造化の(つまり，上の構造的姿簡の(2)~(めの)

低い，参加的な慈恵決定の程震の高いシステムに比較蟻位が認められること

になる (Vroom，1959， pp. 326-327)。それ故，条件滴合的接近からは，この

場合，いずれかと言えば orgamcな色彩の強い水平的チームが選択される

とになる (L在avitt，1962， p. 95)。

反対に複雑性/不確実性の程度が，プ口グラム化，潜腐的照会によって

対処出来， しかも権成熟の合理性の限界の方向と分布に関する分散震が小さ

い場合には，意思決定の集中化がその効楽において大である (Porter抗 al.，

1975， p. 259)。さらに，構成員の独立性への希求度 (needs)が大きくない場

合には，意思決定への参加の諜度が，能率に重大な影響を及ぼさないとみて

よいであろう (Vroom，1959， pp. 326-327)。それ故，以上の場合には山、ずれ

かと言えば，構造化の〈つまり (2)~(5) の程度の)言語く，患決定の集中化

宏図ることの可能なシステムに比較優位が認められることになる。それ故，

この場合には mechanisticな色彩の強い単純階層組織が選択されることにな

る(L記avitt，1962， p. 975)。

以上の如く，条件適合的接近は，会要諮の閥の適合性を重視するのであり

(Lawrence and Lorsch， 1967， p. 209)， ますよ，以上の見解は， Lawrence and 

Lorsch (1967， pp. 199-202)， Porter佼品1.(1975， p. 272) らの条件適合的接

近の論者によって支持されている。

2.4.4 ウィリプムソン理論

ウィザプムソンは，外的市場環境条件の複雑性/不綴実性の増大に対応す

る意思決定および情報処理的側面を，毒事らコミュニケーション・~ンタ…に

おける集中的意思決窓および情報処潔の効率に求めている。しかも，

の会懲性の限界の方向と分布の分散度の高いことは，むしろ継続的なコミュ
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ニケ…シ g ンかセンターの設設に導くという見解をとっている (Wi1liamson，

1975， pp. 47， 52)0それ故， ウィヲブムソンは，外的市場環壌の複雑性/不

の対処に闘しでは，どちらかと営えば，単純階層組織が示す効率t~

比較擾位当ピ認めている。

では，水平的チームは， ウ-fYアムソンの分析;枠からは， どのよう

づけが行なわれるであろうか。彼の晃鮮によれば，水平的チームが，灘択さ

れるのは，主として構成員の希求度 (needs)と，雰翻気(もしくはグライメ

イト)的要閣に慕くのである (Williamson，1975， p‘55)。特に，彼は，単純

階層組織における，上認の (5)の統制的側面の構議化の程度の増大が，構成

員の能率的側磁に対して与える逆機能的結果宅ピ， また併完全て，水平的チ…ム

る，その面での比較畿位を重視していると考えてよいであろう。

2.4.5小結

以上の考察から，外的市場環護条件という要E霊安導入した場合， ウ4 リプ

ムソンの見解と，とりわけ Leavitt(196めの小集問研究に薬づく条件適合幹

見解との詰に差異を主主ずることとなった。この幾異を，どの様に考える

次の課題である。

2.5 単位モラゴノレの童書懇的特性……動態分析結)

2.5.1 はじめに

諸活欝遂行に関する 情報処裂に影響をど及ぼす内的取引(課業〉

環撞条件として， コミ品ニケ…ション春チャンネ/レを，まず考えてみよう O

何故ならば， コミュニケーション・チャンネ/しは，上にあげた構造的姿思

の (2)に挙げた項鼠であるが， これの組み方如何は，課業遂行に関する意思

決定に大きな影響を及r;どすことになるからである。

ところで，条件適合的接近からは，外的市場環境の複雑性/不確実性の総

震の増大に対処するにあたっては organicな色彩の機い水平的チームの比

較髄位性がえ訴さ

少なくとも，小柴田研究を基礎とするリ…ピット理論 (Leavitt，1962)から

は，そのギうな解釈が可能である。しかし，ここで取議う弱懇に饗しては，彼に



ウィリアムソシ研究〔その2)…一単位モテソレと条件適合的接近驚藤 223 (499) 

よっては，その指摘こそあれ (Leavitt，1962， p. 98)，十分な展開をみていな

い (Lawrenceand Lorsch， 1967， p. 202)。それ故，以下では Williamson

理論を検討するにあたって Lawrenceand Lorsch (1967) と Porteret al. 

(1975)による条件適合的接近によりつつ，その問題を明らかにする。

2.5.2 内的課業環境の複雑性/不確実性……条件適合的接近

以下に， コミュニケーション・ネットワークの組み方として，比較の対象

となるのは， all.channel型と wheel型の 2つである。

第1に， all-channel型は， 情報チャンネルの使用に関する制限もしくは

限定が全くなく，それ故，その使用に関しては，理論的に多くの可能性が聞

かれているタイプと考え得ょう (Guetzkowand Simon， 1955， p. 239)。しか

も，各ポジションは，相対的に対等であり，それ故，独立性の可能性の強い

システムとなっていると言える。

次いで， wheel型は， コミュニケーション・センター，および，情報チャ

ンネルの使用に関する制限を有し，それ故，チャンネノレの使用可能性が，予

め限定されているタイプである (Guetzkowand Simon， 1955， pp. 239-240)。

ここで，水平的チームにおける， コミュニケーション・ネットワークの組

み方が， all-channel型であることに注意したし、。つまり all-chanhel型は，

各ポジションの独立性の高いシステムである。そのことと，これら条件適合

的接近における，“外的市場環境の複雑性/不確実性の増大は， 意思決定お

よび，諸活動の分化 (differentiation)を費す" とし、う見解 (Lawrenceand 

Lorsch， 1967， p. 105) と結びつけてみよう。その結果は，システム全体の統

合 (integration)， もしくは調整(coordination) に対する負荷の増大である

(Lawrence and Lorsch， 1967， p. 157; Porter et al.， 1975， pp. 93-94)。

つまり，以上のことは，“水平的チーム"は， その本質上， 構造化の程度

が低く，それ故，分化 (di笠erentia tion)の増大の傾向を有し，そのことが，

統合 (integration) の困難性を経験することになる， と表現することも出来

る。

さて，そこで，意思決定，諸活動の分化 (differentiation)の増大は， 内的
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課業(取ヲ1)環境の複雑性/不確実性を費すと解釈してみよう。

2.5.3 内的取引環境の複雑性/不確実性……ウィリアムソン理論

ウd リアムソンの分析枠からは，このことは， decision maker， information 

processorの側の合理性の限界という要因と対になって， i情報の偏在」を引

き起すことが第1に指摘される。第2に，水平的チームは，その本質上構造

化の程度が低く，特に，主として統制j上の手段の限界から，構成員の機会主

義的行動(水平的チームという，規模の上では，少数者間取引関係が引き起

す，代替的選択肢もしくはオプションの範囲がきわめて小さいということと

も対になって)による，局部的利益の増大を査す傾向を有する。そして，第

3にこのことが， システム全体の存続にも関連するような， 統合の確保の困

難性の問題を引き起す，と解釈することが出来る。

2.5.4小結

以上を，総合して，実質的には， 同等と考えられる組織現象が， 2つの分

析枠からは，次のように述べられることになる。

外的市場環境条件に適合するために，構造化の程度の低いシステムを採用

すると，

1)分化 (di妊erentiation)， およびそのことに関連する内的課業環境の複雑

性/不確実性，の増大が，統合 (integratiori)の困難性の増大を引き起す(条

件適合的接近)。

2)内的取引環境の複雑性/不確実性の増大と， 取引主体(もしくは構成

員)の側の双方の動態的要因とから，システム全体の存続に関連する統合の

困難性の増大を引き起す(ウィリアムソン理論)。

以上のように，動態的分析を行なった結果，条件適合的接近における課業

関連的な困難性という視点，および， ウィリアムソン理論における取引関連

的な困難性という視点，双方から，構造化の程度の低い，水平的チームのも

つ問題点が指摘される。

それでは，以上の分析結果から，われわれは， ¥，、ずれかと言えば，ウィリア

ムソン流の単純階層組織という mechanisticな色彩の濃い取引モードを，
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universallyに採用すべきであるとの結論を，ここで示してよし、かという罰題

を生じる。

次に，これを考える。

3. 結

ウィリプムソン (1975，p. 5切によれば， 水平的チ…ムが単純階層組織に

く代替されてしまうことがないのは，主として， これら構成員の代替的取

引モー Fに対する選好度の違いと，それらが与えるところの，雰簡気(クラ

イメイト}上の間贈が無謀しえなL、からである。われわれは， Leavitt(1962) 

および Vroom(1959)両者の理論にも， この観点、が強襲されていることもど見

ることが出来る。

ところで，まず第1に，現実の組織形鶏の分析に擦しては， ウィリプムソ

ン (1975，pp. 55)の指婚する 2つの類型に逃i抽象化を高めることが

して許容できるであろうか。

1に例えば， tas訟forc告や matrixなど，多分に両モードの中諮的存在

を，現校，われわれは身近に見ているのである (Davis呂ndLawrence， 1977)。

従って，現実の食業組織形態の分析については，境述の如き条件議合的接近

の成果をもって，ウィヲアムソンの捨象ぞう子、ノレを補足することが必要警である。

{巧放ならば， 条件適合的接近は，少なくとも， 現段稽においては， r組織
論J，わけでも， r組織構造論J(the恥ldof organization design)の分野にお
いて， 111成りの程度理論的収束のみられる，主擦なパラダイムで、為り (Child，

1977， p. 165)，その動向は， ウィリアムソン理論の展開にあたって無視しえ

ないと考えるからである。

しかも，この領域に含まれる研究は， Leavitt (1962)がその理論的造基礎と

した，独立的単位よそダノレとしてよりは，むしろ，従議約単位組織(サブ・シ

ステム)として捉え， 併せて， 構造化の多様性をど認める万向にあると苦言え

る。さらにその方向は， J二述の taskforce， matrix Vこ溺ずる研究会合むので

あるが，そこにおいては，構造化の多様性な動態的組織過程として提えよう
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とずる試みに迄発燥している (Davisand Lawrence， 1977， p. 46)。

とこれらの方向は，現段階においては， ウィリアムソンの動態的分析枠を大

きく変5をさせるものではないであろう。しかし，…ガでは，そのような動態

的観点な十分に考慈した上で， ウィリアムソンの単純階蕗組織よそデノレに関し

て誌，例えば，そのコミュニケ…シ設ン・チャンネ/レを wheel主主以外v;::.，

wheel十circle謹持品ppingtonand Browne， 1962， in Hicks and Gullet， 

1975， p. 303)を許絡し， しかも構造化の多様な次元きと認めること

る。 これは， 参加的作業集団行動の分析にあたって必要な， 当該モデノレの

¥;ariatio殺としての展望をど持たすためである。かくして，上記における，

気(グライメイト〉上の開題についても単純階層組織において，そのような

構議前次元の多様性役認めた上で，議論展開が可能となる。

他方，われわれは，抽象撲の高い水率的チ…ムの存者住を，少なくとも，思考の

11滅序として，集開化，叡織化の過程において，生成のみられる取引モードの

存在 (Sherifand Sherif， 1969， p. 160 (Fig. 8. 3); Guetzkow and Simon， 

1955)と絡めて，その意義を認め得ょう。それと向時に，その維持，

点から，そうしたチ…ムは，挽，挙結讃層組織へ移行する も多いと考

えられる (Sherifand Sherif， 1969， p. 160 (Fig. 8.3) ; Guetzkow and Simon， 

1955)。

第 2~こ，これまで，われわれは，ウィリアムソン・モデノレを検註するにあた

っし脅条件議合的接近が，多くの平行的視点、た提供するものであること

した。

しかし，それと鍔特にF 条件1連合的接近に対して 問題提起が行

なわれていることにも，留意すべきである (Child，1977， p. 165)。

上述の，条件適合的接近と，ウィジアムソン斑論との矛意弘法義には，

このような観点的議から生じたものと考えられる。

われわれは， ウィザアムソン理論が，それらの指摘にもす分応え得る資格

している主考えるのであるが，そのような点にも留意しながら，本橋の

最初の部分で言葉織を行なった，念業組織形態に対するウィ翌アムソンの分析
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枠の務毅化をど行なうことがz となる。
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